
山地に生える多年草。茎は高さ20-50cmになり、ふつう二又にわかれる。葉は卵状披針形で長さ4-10cm、

基部は円いが茎を抱かない。開花は6月。花被片は淡紅色、披針形で長さ約3mm、平開して先が反りかえ
る。葯は広卵形で短毛がある。花柱はごく短い。

県内では1ヶ所に知られ、現存も確認されている。シカ
の採食による影響を防ぐためにネットが設置されてい
る。

生育地である樹林の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

標本：頌栄短大コレクション

ユリ科

兵庫県ランク…タケシマラン
環境省ランク… －Streptopus  streptopoides  (Ledeb.) Frye et Rigg var. japonicus

(Maxim.) Fassett

人為性 特殊性 学術性

■ 県内分布

但馬

■ 国内分布

本州

■ 選定理由


